
JP 2008-224997 A 2008.9.25

10

(57)【要約】
【課題】画像表示装置において、低コストで、画質調整
の効果を正しく把握でき、画質調整が容易となる画質調
整方法及び装置を提供する。
【解決手段】表示画像を複数の画像領域に分け、該複数
の画像領域にそれぞれ異なる画質調整値に基づく画質調
整処理を行い、一つの表示画像として表示する。例えば
、表示画像を二つの画像領域に分けて、一方の画像領域
では画質調整値設定変更前の画質調整値に基づく画質調
整処理を行い、他方の画像領域では画質調整値設定変更
中の画質調整値に基づく画質調整処理を行うようにする
。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画像の画質を調整する画質調整方法であって、前記表示画像を複数の画像領域に分
け、該複数の画像領域にそれぞれ異なる画質調整値に基づく画質調整処理を行い、一つの
表示画像として表示することを特徴とする画質調整方法。
【請求項２】
　前記複数の画像領域について、少なくとも第１の画像領域では画質調整値設定変更前の
画質調整値に基づく画質調整処理を行い、第２の画像領域では画質調整値設定変更中の画
質調整値に基づく画質調整処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の画質調整方法。
【請求項３】
　前記複数の画像領域において、第１の画像領域では画質調整値設定変更中の画質調整値
に基づく画質調整処理を行い、他の複数の画像領域では、前記画質調整値設定変更中の画
質調整値を所定の値、増加および減少させた画質調整値に基づく画質調整処理を行うこと
を特徴とする請求項１に記載の画質調整方法。
【請求項４】
　前記複数の画像領域について、それぞれ異なる組合せの複数の画質調整値に基づいて画
質調整処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の画質調整方法。
【請求項５】
　所定の操作に応じて、画質調整値設定変更中の画質調整値を画質調整値設定変更前の画
質調整値に変更することを特徴とする請求項２もしくは３に記載の画質調整方法。
【請求項６】
　所定の操作に応じて、画質調整値設定変更中の画質調整値を予め定められた画質調整値
に変更することを特徴とする請求項２もしくは３に記載の画質調整方法。
【請求項７】
　所定の操作に応じて、前記所定の値を変更することを特徴とする請求項３に記載の画質
調整方法。
【請求項８】
　所定の操作に応じて、複数の画像領域の画質調整値を入れ替えることを特徴とする請求
項１乃至７のいずれか１項に記載の画質調整方法。
【請求項９】
　所定の操作に応じて、所定の画像領域の画質調整値に基づいて全画像領域の画質調整処
理を行うことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画質調整方法。
【請求項１０】
　表示画像の複数の画像領域毎に画質調整ＯＳＤを表示することを特徴とする請求項１乃
至９のいずれか１項に記載の画質調整方法。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の画質調整方法を実施する手段を備えているこ
とを特徴とする画質調整装置。
【請求項１２】
　請求項１１項に記載の画質調整装置を備えたことを特徴とする画像表示装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の画質調整方法をコンピュータに実行させるた
めのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ、ＴＶ、プロジェクタ等、画像の表示を行う種々の装置に好適
な画質調整方法及び装置、その画質調整機能を備えた画像表示装置、並びにプログラムに
関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来から画像表示装置には、表示画像の色相や色度、コントラスト、輝度などの種々の
画質調整機能がある。調整方法としてはボタンやＯＳＤ（オン・スクリーン・ディスプレ
イ）表示による画質要因の調整などであった。しかしながら、従来のこの種の画質調整で
は、最適な調整かどうかの客観的な判断がしずらい難点があった。
【０００３】
　これを改善する従来技術としては、入力された画像をそれぞれ縮小して複数の画像を並
べて一画面として、デフォルトまたは調整前の縮小画像と画質調整を反映した縮小画像を
同時に表示する方法がある（例えば、特許文献１）。
【０００４】
【特許文献１】特許第３７０１２０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の方法によれば、画質調整前の画像と画質調整を施した画像を比較できるの
で、画質調整が行い易くなるが、実際の表示画像ではない縮小画面による比較であるため
、解像度の異なる実際の画像の調整効果とは似て非なるものとなる問題がある。また、マ
ルチ画面処理を行うために、処理する画面分のメモリを持たなければならず、画像を縮小
する手段も必要とし、回路規模が大きくなりコストも高くなってしまう問題がある。
【０００６】
　さらに、特許文献１では、予め設定された画質調整値は、調整操作において更新されな
い値としていることから、不変である画質調整値の画像と調整中の画像を比較することは
できるが、設定変更前の画質調整値の画像等を入れ替えて比較することができないため、
絶対的な比較はできても相対的な比較ができず画質調整としては不便な面がある。
【０００７】
　本発明は、画質調整を実際に表示される画像と同じ解像度で行うようにして、画質調整
の効果を正しく把握することができて、画質調整が容易となり、また、回路規模の増加も
抑えることができる画質調整方法及び装置、該画質調整装置を備えた画像表示装置、並び
に画質調整方法をコンピュータに実行させるプログラムを提供することにある。
【０００８】
　また、本発明は、映像モードなど複数の画質調整値からの選択や、設定中の画質調整値
の画像領域とは別の領域に画質調整値に差をつけた処理をした画像領域を設けることで、
調整効果の判断がさらに容易になる画質調整方法及び装置、該画質調整装置を備えた画像
表示装置、並びに画質調整方法をコンピュータに実行させるプログラムを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、表示画像を複数の画像領域に分け、該複数の画像領域にそれぞれ異なる画質
調整値に基づく画質調整処理を行い、ひとつの表示画像として表示することを主要な特徴
とする。
【００１０】
　一実施例では、複数の画像領域について、少なくとも第１の画像領域では画質調整値設
定変更前の画質調整値に基づく画質調整処理を行い、第２の画像領域では画質調整値設定
変更中の画質調整値に基づく画質調整処理を行うようにする。
【００１１】
　他の実施例では、複数の画像領域において、第１の画像領域では画質調整値設定変更中
の画質調整値に基づく画質調整処理を行い、他の複数の画像領域では、前記画質調整値設
定変更中の画質調整値を所定の値、増加および減少させた画質調整値に基づく画質調整処
理を行うようにする。
【００１２】
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　さらに他の実施例では、複数の画像領域について、それぞれ異なる組合せの複数の画質
調整値に基づいて画質調整処理を行うようにする。
【００１３】
　また、本発明は、所定の操作に応じて、画質調整値設定変更中の画質調整値を画質調整
値設定変更前の画質調整値や予め定められた画質調整値に変更することを特徴とする。ま
た、複数の画像領域の画質調整値を入れ替えることを特徴とする。さらに、所定の操作に
応じて、所定の画像領域の画質調整値に基づいて画像領域の画質調整処理を行うことを特
徴とする。
【００１４】
　また、本発明は、表示画像の複数の画像領域毎に所望の画質調整ＯＳＤを表示すること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、以下のような効果が得られる。
（１）表示画像の複数の画像領域毎に異なる画質調整値による画質調整処理を行い、一つ
の画像として表示することにより、画質調整を実際に表示される画像と同じ解像度で行え
るため、画質調整の効果を正しく把握することができ、画質調整が容易となる。さらに処
理する画面分のメモリを用意する必要もなく、調整時の画像を縮小するための画像縮小手
段も必要なくなることから、回路規模が小さくなり、低コストで最適な画質調整を調整の
効果を正しく確認しながら行うことができる。
（２）画質調整値設定変更前と調整中の画質調整値に基づいた複数の画質調整処理を行っ
た画像を表示することで、設定前の画像を参考にして調整を行うことができ、より調整が
容易になる。
（３）画質調整値設定中の画質調整値と、所定の差異のある複数の画質調整値とに基づい
た画質調整処理を行った画像を表示することで、設定中の画面とその前後の表示を比較す
ることができ、より調整が容易になる。
（４）複数の画像領域において、それぞれ異なる組合せの複数種の画質調整値を基にした
画質調整処理を行った画像を表示することにより、予め決まった複数の画質調整値に所定
の傾向をもたせた映像モードなどの効果の確認が容易になるとともに、設定が容易になる
。
（５）所定の操作により、画質調整設定中の画質設定値が設定前の画質調整値に戻ること
により、調整を中止することができ、これにより画質調整の使い易さが向上する。また、
所定の操作により画質調整設定中の画質設定値が、予め定められた初期状態の画質調整値
に調整されることにより、画質調整の失敗のリカバリーなど使い易さが向上する。
（６）複数の画像領域の画質調整値を所定の操作により入れかわらせることで、画面全体
における効果の確認が容易になる。
（７）複数の画像領域の一つを選択する操作を行うことで、選択された画像領域の画質調
整値で全画像領域の画質調整値として処理することにより、従来の画質調整機能よりも容
易な画質調整の設定を実現することができる。
（８）表示画像の複数の画像領域毎に所望の画質調整ＯＳＤを表示することにより、さら
に画質調整の使い易さが向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１７】
　図１は本発明を適用した画像表示装置の構成例を示す。ユーザは操作部６０を操作して
、画質調整の開始や終了、画質調整値の設定や変更、その他、種々の指示を入力する。画
質調整値記憶部７０は、初期設定値（例えば、工場出荷値）や調整前の設定値（現調整値
）、調整中の設定値（調整値）などの画質調整値を記憶する。また、ある実施例では、画
質調整値記憶部７０は複数の映像モードを記憶する。画質調整開始時、例えば現調整値が
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調整値として設定され（調整値＝現調整値）、画質調整時、該調整値が操作部６０で所定
の操作を行うごとに変更される。画質調整終了時は、そのときの調整値が現調整値として
設定される（現調整値＝調整値）。また、操作部６０の所定の操作により、初期設定値が
現調整値として設定される。
【００１８】
　入力画像データは、画素、ライン、フレーム等の単位で一旦、入力画像データ記憶部１
０に格納され、順次、画質調整部２０に送られる。画質調整部２０は、入力画像データ記
憶部１０より送られてくる入力画像データについて、操作部６０の操作に応じ、所定の画
像領域毎に、画質調整値記憶部７０に記憶された画質調整値により異なる画質調整処理を
行って出力画像データを生成する。生成された出力画像データは、画像合成部３０におい
て、必要によりＯＳＤ制御部８０から送られるＯＳＤデータと合成され、出力画像データ
記憶部４０に格納された後、表示部５０に送られて表示される。
【００１９】
　画質調整部２０は、例えば、入力画像データの第１の画像領域は調整前の設定値（現設
定値）の画質調整値により画質調整処理を行い、第２の画像領域は調整中の設定値（調整
値）の画質調整値により画質調整処理を行う。画質調整開始時では、現調整値が調整値と
して設定されるため、出力画像の全領域が現調整値の反映されたものとなる。画質値調整
中では、出力画像データの第１の画像領域は、現調整値の反映されたままであるが、第２
の領域は、調整値の変更に対応して画質が変化する。これにより、ユーザは、第１の画像
領域の画面（参照画面）と第２の画像領域の画面（調整画面）を比較することで、入力画
像データと同じ解像度で画質調整の効果を把握することができる。また、操作部６０の操
作により、第１の画像領域と第２の画像領域の画質調整値を入れ替えるようにすれば（即
ち、参照画面と調整画面の領域を切り替える）、全画面で調整効果を確認することができ
る。画質調整終了時は、そのときの調整値が現調整値として設定されるため、出力画像デ
ータの全領域が調整値（例えば、最適な調整値）の反映されたものとなる。画質調整とし
ては種々の実施形態が考えられるが、それらについては後述する。
【００２０】
　図２は操作部６０の一例を示す。メニューキーは画質調整項目メニュー（輝度、コント
ラスト、色相、γ変換、映像モード等）の表示用である。メニューキーが操作されると、
画質調整部２０はＯＳＤ制御部８０に対して画質調整項目メニューのＯＳＤ表示を指示し
、これを受けてＯＳＤ制御部８０は画質調整項目メニューのＯＳＤデータを画像合成部３
０へ出力する。これは他のＯＳＤ表示の場合も基本的に同様である。ＥＳＣキーはエスケ
ープキーであり、例えば、画質調整項目メニューのＯＳＤ表示中にこれが操作されると、
画質調整部２０はＯＳＤ制御部８０に対して、その非表示を指示し、また、画質調整中に
操作されると、画質調整部２０は、画質調整処理を中止し、全画像領域について調整前の
画像に戻す。「∧」と「∨」キーは、調整値を変更するのに使用され、画質調整時、この
「∧」あるいは「∨」キーが操作されるごとに、画質調整部２０は調整値を一定値、「＋
」あるいは「－」する。また、この「∧」と「∨」キーは、画質調整項目の選択にも使用
され、画質調整項目メニューのＯＳＤ表示中、「∧」あるいは「∨」キーが操作されるご
とに、画質調整部２０はＯＳＤ制御部８０に対して項目の移動を指示する。「＞」キーは
、調整画面を切り替えるのに使用され、画質調整時、これが操作されるごとに、画質調整
部２０は、画質調整の画像領域を切り替える。「＜」キーは、参照画面の設定値を変更す
るのに使用され、これが操作されるごとに、画質調整部２０は参照画面の設定値を現調整
値と初期設定値に交互に切り替える。決定キーは、処理対象の画質項目の決定や画質調整
終了などに使用される。例えば、画質調整項目メニューのＯＳＤ表示中に、決定キーが操
作されると、画質調整部２０は、そのとき選択された画質項目について画質調整処理を実
行する。また、画質調整中に決定キーが操作されると、画質調整部２０は画質調整処理を
終了し、その時の調整値を現調整値とする。
　なお、操作部６０の構成は図２に限られるものではない。キーの役割も上述のものに限
られるものではない。



(6) JP 2008-224997 A 2008.9.25

10

20

30

40

50

【００２１】
　以下、本発明による画質調整処理の二、三の実施例について詳しく説明する。
＜実施例１＞
　本実施例は、実際に表示される画像を２分し、一方の画像領域には、調整前の設定値（
現調整値）に基づいた画質調整処理を行い、他方の画像領域には、調整中の設定値（調整
値）に基づいた画質調整処理を行い、表示するものである。本実施例では、表示画像を左
右に２分するとするが、勿論、上下に２分するようにしてもよい。
【００２２】
　図３及び図４は本実施例の画像調整の表示画像例である。図３は画質調整前の表示画像
例で、操作部６０のメニューキー操作が押されることで、画質調整項目メニューのＯＳＤ
が画像に合成されて表示される。ここでは、画質調整項目メニュー中の輝度を選択し、輝
度の調整を行うとする。図４は画質調整中の表示画像例である。図４では、左半分の領域
が調整前の画質調整値（現調整値）により画質調整処理された画像、右半分の領域が調整
中の画質値調整値（調整値）により画質調整された画像を示している。操作部６０の所定
のキー操作（∧または∨キー操作）により、右半分の画像の輝度が変化する。図４は、右
半分の画像が輝度を上げる方向で調整中の画像を示している。操作部６０の所定のキー操
作（＞キー操作）により、左半分の領域が調整中画像に、右半分の領域が調整前画像に入
れ替わる。該キー操作の都度、調整前画像と調整中画像が交互に入れ替わる。また、操作
部６０の所定のキー操作（＜キー操作）により、調整前画像の画質調整値が初期設定値に
かわる。該キー操作の都度、現調整値と初期設定値が交互にかわる。
【００２３】
　図５は本実施例の画質調整値記憶部７０の構成例である。画質調整値記憶部７０は、初
期設定値（例えば、工場出荷値）、調整前の画質調整値（現調整値）、調整中の画質調整
値（調整値）を記憶している。画質調整開始時、調整値＝現調整値である。画質調整中、
操作部６０の所定のキー操作（∧または∨キー操作）ごとに、調整値が所定の値、増加あ
るいは現象する。操作部６０の決定キーが操作されて画質調整処理が終了すると、その時
点の調整値の値が現調整値として記憶される。
【００２４】
　図６は本実施例の画質調整処理の基本フローである。ここで、Ｘは入力画像データの水
平方向画素位置を意味する。入力画像データは、画素、ライン、フレーム等の単位で一旦
、入力画像データ記憶部１０に格納され（ステップ１０１）、順次、画質調整部２０に送
られる。画質調整部２０では、入力画像データがＸ≦中央の領域（以下、左画面）につい
ては画質調整値１による画質調整処理を実施し（ステップ１０２、１０３）、入力画像デ
ータがＸ＞中央の領域（以下、右画面）については画質調整値２による画質調整処理を実
施して（ステップ１０２、１０４）、出力画像データを生成する。後述するように、画質
調整値１及び画質調整値２が、操作部６０の所定のキー操作により、画質調整値記憶部７
０の初期設定値や現調整値や調整値に設定される。画質調整部２０で画質調整された出力
画像データは、画像合成部３０で必要に応じてＯＳＤデータと合成されて、出力データ記
憶部４０に格納され（ステップ１０５）、表示部５０に表示される。
【００２５】
　図７、図８、図９は本実施例の操作及び画質調整処理の詳細フローである。ここでは輝
度調整を実施するとしている。
【００２６】
　操作部６０のメニューキーが操作されると、画質調整部２０はＯＳＤ制御部８０に対し
て画質調整項目メニューＯＳＤ表示を指示する（ステップ１１１）。これにより、画質調
整項目メニューが画像と合成されて表示される（図３）。操作部６０の「∧」あるいは「
∨」キーの操作に応じて調整項目が移動し、決定キーが操作されることにより、そのとき
選択された項目が画質調整対象に設定される（ステップ１１２、１１３）。ここでは、輝
度が選択されたとする。決定キーが操作されると、画質調整部２０はＯＳＤ制御部８０に
対して画質調整項目メニューＯＳＤの非表示を指示し（ステップ１１４）、これを受けて
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ＯＳＤ制御部８０は画質調整項目メニューＯＳＤを非表示とする。これ以降、輝度調整が
開始する。なお、ＥＳＣキーが操作されると、同様に画質調整項目メニューＯＳＤは非表
示となるが（ステップ１１５）、画質調整は開始されることなく終了となる。この場合、
画質調整部２０は入力画像データをそのまま出力する。
【００２７】
　画質調整部２０は、決定キーが操作されると、ＯＳＤ制御部８０に画質調整項目メニュ
ーＯＳＤの非表示指示後、画質調整値１＝現調整値、画質調整値２＝調整値として画質調
整（輝度調整）処理を開始する（ステップ１１６）。これにより、表示画像の左画面は現
調整値で画質調整処理された画像が表示され、右画面は調整値で画質調整処理された画像
が表示される。ただし、画質調整開始時では、調整値＝現調整値であるため、左右両画面
とも、現調整値による画像が表示される。また、画質調整部２０は、ＯＳＤ制御部８０に
対して輝度調整ＯＳＤ表示を指示する（ステップ１１７）。これにより、左画面には「調
整前」、右画面には「調整中」などの文字列がＯＳＤ表示される（図４）。
【００２８】
　なお、ここでは画質調整処理開始時、画質調整値＝現調整値、画質調整値２＝調整値と
したが、逆に画質調整値２＝現調整値、画質調整値２＝調整値と設定することでもよい。
要は、右画面あるいは左画面を初期調整画面として画質調整を開始すればよい。また、現
調整値が未設定の場合には画質調整値１＝画質調整値２＝初期設定値とすればよい。
【００２９】
　画質調整（輝度調整）の開始後、操作部６０の所定のキー操作に応じて（ステップ１１
８）、画質調整部２０では以下の処理を実施する。
【００３０】
　「∧」あるいは「∨」キーが操作されると、画質調整部２０は、画質調整値記憶部７０
の調整値を一定値（α）、増加あるいは減少せしめる（ステップ１１９）。そして、現在
の調整画面（調整中画面）が左画面か右画面か判定し（ステップ１２０）、左画面であれ
ば、画質調整値１として変更後の調整値を設定し（ステップ１２１）、右画面であれば、
画質調整値２として変更後の調整値を設定する（ステップ１２２）。これにより、調整中
画面の画質（輝度）が変化する（図４）。以下、「∧」あるいは「∨」キーが操作される
毎に、該調整中画面の画質が順次変化する。
【００３１】
　「＞」キーが操作されると、画質調整部２０は図８の処理（調整画面と調整前画面の入
れ替え）を実施する。画質調整部２０は、現在の調整画面（調整中画面）が左画面か右画
面が判定する（ステップ１２３）。すなわち、画質調整値１＝調整値か画質調整値２＝調
整値か判定する。そして、現在の調整画面が左画面であれば（画質調整値１＝調整値）、
画質調整値２を調整値とし、画質調整値１は、それまで画質調整値２に設定されていた現
調整値あるいは初期設定値とする（ステップ１２４、１２５、１２６）。また現在の調整
画面が右画面であれば（画質調整値２＝調整値）、画質調整値１を調整値とし、画質調整
値２は、それまで画質調整値１に設定されていた現調整値あるいは初期設定値とする（ス
テップ１２７、１２８、１２９）。その後、画質調整部２０は、ＯＳＤ制御部８０に対し
て輝度調整ＯＳＤ変更表示を指示する（ステップ１３７）。これにより、表示画面中の調
整画面と調整前画面が左右入れ替わり、「調整中」、「調整前」などのＯＳＤ表示も左右
入れ替わる。以下、「＞」キーが操作されるごとに、調整画面と調整画面の左右入れ替割
りが交互に繰り返される。
【００３２】
　「＜」キーが操作されると、画質調整部２０は図９の処理（調整前画面の画質調整値の
入れ替え）を実施する。画質調整部２０は、現在の調整画面（調整中画面）が左画面か右
画面か判定する（ステップ１３０）。すなわち、画質調整値１＝調整値か画質調整値２＝
調整値か判定する。そして、現在の調整画面が左画面であれば（画質調整値１＝調整値）
、調整前画面である右画面の画質調整値２を、それまでが現調整値ならば初期設定値に、
初期設定値ならば現調整値に設定しなおす（ステップ１３１、１３２、１３３）。また、
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現在の調整画面が右画面であれば（画質調整値２＝調整値）、調整前画面である左画面の
画質調整値１を、それまでが現調整値ならば初期設定値に、初期設定値ならば現調整値に
設定しなおす（ステップ１３４、１３５、１３６）。その後、画質調整部２０は、ＯＳＤ
制御部８０に対して輝度調整ＯＳＤ変更表示を指示する（ステップ１３７）。これにより
、表示画面中の調整前画面の画質調整値が、現調整値から初期設定値あるいは初期設定値
から現調整値に入れ替わり、該調整前画面内の「現調整値」、「初期設定値」などのＯＳ
Ｄ表示も入れ替わる。以下、「＜」キーが操作されるごとに、調整前の画質調整値が、現
調整値から初期設定値あるいはその逆に交互に入れ替わる。
【００３３】
　なお、図７では省略したが、画質調整部２０は、操作部６０の所定のキー操作により、
表示画面中の現在の調整画面（調整中画面）の画質調整値を、調整値から初期設定値ある
いはその逆に交互に繰り返す処理を実施するようにしてもよい。
【００３４】
　画質調整時、決定キーが操作されると、画質調整部２０は、画質調整値記憶部７０の現
調整値を、その時点の調整値に書き替える（ステップ１３８）。そして、画質調整部２０
は、画質調整値１及び画質調整値２とも現調整値（その時点の調整値）に設定し、すなわ
ち、左右両画面の画質調整値とも現調整値とし（ステップ１４０）、ＯＳＤ制御部８０に
対して輝度調整ＯＳＤ非表示を指示する（ステップ１４１）。これにより、左右両画面と
も、ユーザが最終的に確定した調整値で画質調整された画像が表示され、表示画面上のＯ
ＳＤ表示も非表示となり、調整終了となる。なお、ＥＳＣキーが操作されると、画質調整
部２０は、画質調整値記憶部７０の調整値を現調整値に書き替えた後（ステップ１３９）
、ステップ１４０、１４１の処理を行う。この場合、左右両画面とも調整前の画面に戻る
ことになる。
【００３５】
　本実施例では、表示画像の２つの画像領域に、画質調整値設定変更前と調整中の画質調
整値に基づいた画質調整処理を行い、表示することで、設定前の画像を参考に、しかも、
実際に表示される画像と同じ解像度で画質調整を行うことができ、画質調整の効果を正し
く把握し、画質調整が容易となる。また、２つの画像領域の画質調整値を入れ替えること
により、全画面でその調整効果を確認することができる。また、調整中の画質調整値を調
整前の設定値に戻したり、調整前の設定値や調整中の画質調整値を初期設定値に設定する
ことにより、画質調整の失敗や迷った時にもとに戻したり、調整を止めることが容易にな
り、使い勝手が向上する。
【００３６】
　なお、本実施例では、画質調整値は輝度としたが、輝度以外にもコントラスト、色度、
色相、ＲＧＢバランス、色濃度、γ特性、シャープネス（エソファシス）等、種々の値、
又はそれらの組合せがあり、輝度に限られるものではない。
【００３７】
　＜実施例２＞
　本実施例は、実際に表示される画像を複数の領域に分け、調整中の画質調整値（調整値
）と、該調整値と所定の差のある複数の画質調整値に基づいた画質調整処理を行い、表示
するものである。ここでは、表示画像を横方向に３つの領域に分け、調整値と、該調整値
との±α差異のある画質調整値の３つの画質調整値に基づいて画質調整処理を行う例を示
す。また、画質調整は輝度とする。勿論、表示画像を縦方向に分けるようにしてもよい。
【００３８】
　図１０は本実施例の画質調整中の表示画像例である。画質調整前の表示画像は図３と同
じである。図１０において、中央の画像領域は、現在調整中の画質調整値（調整値）によ
り画質調整（輝度調整）処理された画像、左側の画像領域は、調整値－αの画質調整値に
より画質調整処理された画像、左側の領域は、調整値＋αの画質調整値により画質調整処
理された画像を示している。これに対応して、各画像領域中には「調整」、「∨」、「∧
」などの画質（輝度）調整ＯＳＤが表示される。調整値は、画質調整開始時には調整前の
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設定値（現設定値）が設定される。したがって、図１０の例では、画質調整開始時、中央
の領域は、現調整値で、左側の領域は現領域値－α、右側の領域は現調整値＋αの画質調
整値により画質調整される。その後、操作部６０の所定のキー操作（∧または∨キー操作
）を行う毎に調整値が例えば±１増減する。これにより、中央の画像領域の画質は、該調
整値の増減に対応して変化し、左右の画像領域の画質は、さらに該調整値±αの画質調整
値で変化する。また、操作部６０の所定のキー操作（＞キー操作）により、中央左右の画
像領域の画質調整値が入れ替わる。また、操作部６０の所定のキー操作（＜キー操作）に
より調整値が初期設定値等にかわる。
【００３９】
　図１１は本実施例の画質調整記憶部７０の構成図である。画質調整値記憶部７０は、初
期設定値（例えば工場出荷値）、調整前の画質調整値（現調整値）、調整中の画質調整値
（調整値）及びα調整値を記憶している。画質調整開始時、調整値＝現調整値である。画
質調整中、操作部６０の所定のキー操作（∧または∨キー操作）ごとに、調整値が例えば
±１増減する。操作部６０の決定キーが操作されて画質調整処理が終了すると、その時点
の調整値の値が現調整値として記憶される。α調整値は、例えば、ユーザがあらかじめ所
望の値を記憶しておくが、随時、値を変更することができる。
【００４０】
　図１２は、本実施例の画質調整処理の基本フローである。ここで、Ｘは入力画像データ
の水平方向画素位置を意味する。ＡとＢとは水平方向の所定位置を意味し、０＜Ａ＜Ｂ＜
最大値の関係にある。なお、ＡとＢの位置は必要により変更してもよい。
【００４１】
　入力画像データは、画素、ライン、フレーム等の単位で一旦、入力画像データ記憶部１
０に格納され（ステップ２０１）、順次、画質調整部２０に送られる。画質調整部２０で
は、入力画像データがＸ≦Ａの領域（以下、左画面）については画質調整値１による画質
調整処理を実施し（ステップ２０２、２０３）、入力画像データがＡ≦Ｂの領域（以下、
中央画面）については画質調整値２による画質調整処理を実施し（ステップ２０２、２０
４）、入力画像データがＸ＞Ｂの領域（以下、右画面）については画質調整値３による画
質調整処理を実施して（ステップ２０２、２０５）、出力画像データを生成する。後述す
るように、画質調整値１、画質調整値２及び画質調整値３が、調整値あるいは調整値±α
、現調整値あるいは現調整値±α、初期設定値あるいは初期設定値±α等に設定される。
画質調整部２０で画質調整された出力画像データは、画像合成部３０で必要ならＯＳＤデ
ータと合成されて、出力画像データ記憶部４０に格納され（ステップ２０６）、表示部５
０に表示される。
【００４２】
　図１３乃至図１６は本実施例の操作及び画質調整処理の詳細フローである。ここでも、
画質調整は輝度を対象としている。図１３中、ステップ２１１～２１５の処理は、先の図
７のステップ１１１～１１５の場合と同様であるので省略する。
【００４３】
　画質調整部２０は、決定キーが操作されると（ステップ２１２）、ＯＳＤ制御部８０に
対して画質調整項目メニューＯＳＤ非表示の指示後（ステップ２１４）、画質調整値１＝
調整値－α、画質調整値２＝調整値、画質調整値３＝調整値＋αとし（ステップ２１６）
、ＯＳＤ制御部８０に対して輝度調整ＯＳＤ表示を指示して（ステップ２１７）、画質調
整（輝度調整）処理を開始する。この時点では調整値＝現調整値であり、表示画面の左画
面は現調整値－αの画質調整値で画質調整処理された画像が表示され、中央画面は現調整
値で画質調整処理された画像が表示され、右画面は現調整値＋αの画質調整値で画質調整
処理された画像が表示される。また、左画面には「∧」、中央画面には「調整」（調整画
面）、左画面には「∨」などのＯＳＤが表示される。
【００４４】
　なお、ここでは、画質調整処理開始時、画質調整値２＝調整値（現調整値）として、中
央画面を調整画面としたが、画質調整値１や３に調整値（現調整値）を設定して、左画面
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や右画面を調整画面として画質調整を開始することでもよい。また、画質調整値記憶部７
０内の調整値や現調整値が空の場合には、初期設定値を現調整値や調整値に設定して画質
調整を開始するようにすればよい。
【００４５】
　画質調整（輝度調整）処理の開始後、操作部６０の所定のキー操作に応じて（ステップ
２１８）、画質調整部２０では以下の処理を実施する。
【００４６】
　「∧」あるいは「∨」キーが操作されると、画質調整部２０は図１４の処理（画質調整
値の更新）を実施する。画質調整部２０は、画質調整値記憶部７０の調整値を±１増減す
る（ステップ２１９）。そして、現在の調整画面が左画面か中央画面か右画面か判定する
（ステップ２２０）。現在の調整画面が左画面であれば、改めて画質調整値１＝調整値、
画質調整値２＝調整値＋α、画質調整値３＝調整値－αとする（ステップ２２１）。同様
にして、現在の調整画面が中央画面であれば、改めて画質調整値２＝調整値、画質調整値
１＝調整値－α、画質調整値３＝調整値＋αとし（ステップ２２２）、現在の調整画面が
右画面であれば、改めて画質調整値３＝調整値、画質調整値１＝調整値+α、画質調整値
２＝調整値-αとする（ステップ２２３）。これにより、現在の調整画面の画質（輝度）
が変更後の調整値に応じて変化し、それ以外の画面の画質は、該変更後の調整値よりさら
に±α変化する。「∧」あるいは「∨」キーが操作されるごとに、これが繰り返される。
【００４７】
　「＞」キーが操作されると、画質調整部２０は図１５の処理（調整画面の入れ替え）を
実施する。画質調整部２０は、現在の調整画面が左画面か中央画面か右画面か判定する（
ステップ２２４）。現在の調整画面が左画面であれば、画質調整値２＝調整値、画質調整
値１＝調整値－α、画質調整値３＝調整値＋αとする（ステップ２２５）。この場合、調
整画面は中央画面となり、該中央画面が調整値で処理され、左画面が調整値－αで、右画
面は調整値＋αで処理される。また、現在の調整画面が中央画面であれば、画質調整値３
＝調整値、画質調整値１＝調整値＋α、画質調整値２＝調整値－αとする（ステップ２２
６）。この場合、調整画面は右画面となり、該右画面が調整値で処理され、左画面は調整
値＋αで、中央画面は調整値－αで処理される。また、現在の調整画面が右画面であれば
、画質調整値１＝調整値、画質調整値２＝調整値＋α、画質調整値３＝調整値－αとする
（ステップ２２７）。この場合、調整画面は左画面となり、該左画面が調整値で処理され
、中央画面は調整値＋α、右画面は調整値－αで処理される。
【００４８】
　画質調整部２０は、上記ステップ２２５～２２７の実行後、ＯＳＤ制御部８０に対して
輝度調整ＯＳＤ変更表示を指示する（ステップ２３３）。これにより、「調整」、「∧」
、「∨」等のＯＳＤ表示の画面も入れ替わる。
【００４９】
　以下、「＞」キーが操作されるごとに、順次、調整画面、その他の画面が入れ替わり、
それに対応して「調整」、「∧」、「∨」等のＯＳＤ表示の画面も入れ替わる。ここでは
、「＞」キーが操作されるごとに、調整画面、その他の画面は右回りに入れ替わるとした
が、操作部６０の所定のキー操作に応じて左回りに入れ替わる機能を追加してもよい。
【００５０】
　次に、「＜」キーが操作されると、画質調整部２０は図１６の処理（調整値の入れ替え
）を実施する。画質調整部２０は、画質調整値記憶部７０の調整値を初期設定値に変更す
る（ステップ２２８）。なお、その時点の調整値は所定のメモリ等に退避させておく。そ
して、現在の調整画面が左画面か中央画面か右画面か判定して（ステップ２２９）、ステ
ップ２３０、２３１、２３２のいずれかを実行し、図１３のステップ２３３に進む。これ
により、当該調整画面は初期設定値で処理され、その他の一方の画面は初期設定値＋αで
、他方の画面は初期設定値－αで処理される。また、例えば、調整画面には「初期値設定
値」などのＯＳＤが表示される。ステップ２３０、２３１、２３２の処理は、図１４のス
テップ２２１、２２２、２２３と同じであるので（調整値が初期設定値に入れ替わっただ
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け）、詳しい説明は省略する。再び「＜」キーが操作されると、初期設定値が退避してお
いた調整値に入れ替わって元に戻る。以下、「＜」キーが操作されるごとに調整値と初期
設定値の入れ替えが交互に繰り返される。
【００５１】
　なお、図１６のステップ２２８では、調整値を現調整値に変更することでもよい。これ
により、調整値を現調整値と入れ替えることができる。また、操作部６０の所定のキー操
作により、調整値と初期設定値あるいは現調整値との入れ替えを場合分けすることでもよ
い。
【００５２】
　図１３に戻り、画質調整時、決定キーが操作されると、画質調整部２０は、画質調整記
憶部７０の現調整値を、その時点の調整値に書き替える（ステップ２３４）。そして、画
質調整部２０は、全画面の画質調整値（画質調整値１、２、３）を現調整値に設定し（ス
テップ２３６）、ＯＳＤ制御部８０に対して輝度調整ＯＳＤの非表示を指示する（ステッ
プ２３７）。これにより、表示画面の全領域とも、ユーザにより最終的に確定された調整
値で画質調整された画質が表示され、表示画面上のＯＳＤ表示も非表示となって調整終了
となる。一方、ＥＳＣキーが操作されると、画質調整部２０は、画質調整値記憶部７０の
調整値を現調整値に書き替えた後（ステップ２３５）、ステップ２３６、２３７の処理を
行う。この場合、表示画面は調整前の画面に戻ることになる。
【００５３】
　本実施例では、画質（輝度）調整中の調整値と、それと±所定の差を有する調整値とに
よる画質調整処理を表示画像の３つの画像領域に行い表示することで、調整の効果を調整
用の画面とそれより±所定の差を有する他の２画面を参考にして行うことができ、実施例
１に比べて画質調整がより容易になる。また、調整中の調整値と、それと±所定の差を有
する調整値とを３つの画像領域で入れ替えることにより、実施例１と同様に全画面でその
調整効果を確認することができる。また、調整値を調整前の設定値や初期設定値とするこ
とにより、画質調整の失敗や迷ったときに元に戻すことができ、調整を止めることも容易
にとなる。
【００５４】
　本実施例でも、画質調整値は輝度としたが、先に説明したように、輝度以外にもコント
ラスト、色度、色相、ＲＧＢバランス、色濃度、γ特性、シャープネス（エソファシス）
等、種々の値、またはそれらの組合せがあり、輝度に限られるものではない。
【００５５】
　図１７及び図１８に本実施例２を更に拡張した操作・処理フローを示す。これは、画質
調整中、ユーザがα値を任意に変更可能としたものである。α値を大きくすると、調整用
の画面と他の２画面との調整値の差が開き（画質が開く）、逆に小さくすると差が縮まり
、画質調整がさらにやりやすくなる。ここでも輝度調整を対象としているが、先に述べた
ようにこれに限らない。
【００５６】
　図１７は、処理２５０以外は図１３と同じであるので、説明は省略する。処理２５０が
α値変更処理で、図１８がその操作・処理フローである。以下、図１８について説明する
。
【００５７】
　画質調整（輝度調整）中にメニューキーが操作されると、画質調整部はα値設定変更と
認識して、画面調整値記憶部７０より現α値を読み出してＯＳＤ制御部８０に送りα値設
定用ＯＳＤ表示を指示する（ステップ２５１）。これにより、表示画面上に現在のα値が
ＯＳＤ表示される。その後、画質調整部２０は操作部６０の「∧」あるいは「∨」キーが
操作されるごとに、α値を増減し（ステップ２５３、２５４）、ＯＳＤ制御部８０に対し
てα調整用ＯＳＤ変更を指示する（ステップ２５５）。これにより、表示画面上のα値Ｏ
ＳＤ表示も増減する。
【００５８】
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　画質調整部２０は、現在の調整画面が左画面か中央画面か右画面か判定する（ステップ
２５６）。現在の調整画面が左画面であれば、画質調整値１はその時点の調整値のままと
して、画質調整値２、３を変更後のα値を用いて、調整値＋αあるいは調整値－αとする
（ステップ２５７）。同様にして、現在の調整画面が中央画面であれば、画質調整値２＝
調整値はそのままとして、画質調整値３、１を変更後のα値を用いて、調整値＋αあるい
は調整値－αとし（ステップ２５８）、現在の調整画面が右画面であれば、画質調整値３
＝調整値はそのままとして、画質調整値１、２を変更後のα値を用いて、調整値＋αある
いは調整値－αとする（ステップ２５９）。この結果、α値が大きくなると、調整画面と
他の２画面との画質の差が開き、逆にα値が小さくなると差が縮まる。
【００５９】
　操作部６０の決定キーが操作されると、画質調整部２０は、その時のα値を画質調整値
記憶部７０に保持し、ＯＳＤ制御部８０に対してα値設定用ＯＳＤ非表示を指示し（ステ
ップ２６０）、α値変更処理を終了とする。これにより、表示画面上のα値ＯＳＤ表示が
非表示となる。また、画質調整部２０は、次のキー操作待ちとなる。
【００６０】
　以上、本実施例では、図１０のように３つの画像領域を表示する例を説明したが、３つ
より多くてもよい。例えば、画像領域を５つとし、第１の画像領域には調整中の画質調整
値（調整値）、第２の画像領域には調整値＋α、第３の画像領域には調整値＋２α、第４
の画像領域には調整値－α、第５の画像領域には調整値－２αなどの画質調整値を適用し
て出力画像データを生成する等、本実施例に限らない。また、調整画面は例えば下半分の
画面とし、上半分の画面を複数に分けて、それぞれ該調整画面と比較する画面を表示する
ことでもよく、上下画面はこの逆でもよい。
【００６１】
　＜実施例３＞
　本実施例は、表示画像の複数の画像領域に、それぞれ異なる複数種の画質調整値の組合
せからなる映像モードを選択して画質調整処理を行うものである。映像モードは輝度、コ
ントラスト、色度、色相、ＲＧＢバランス、色濃度の組合せで表わされる。以下の説明で
は、選択する映像モードは４つとするが、選択する数は複数であればよく、本実施例は４
つに限られるものではない。
【００６２】
　図１９は本実施例の映像モード選択時の表示画像例である。これは、表示画面の左下、
左上、右下、右上の４つの画像領域が、それぞれ異なる映像モード１～４で画質調整処理
された画像が表示されていることを示している。これら４つの領域の映像モードは、操作
部６０の所定のキー操作（＞または＜キー操作）により、時計回り又は反時計回りに入れ
替わる。また、操作部６０の所定のキー操作により、所定の画像領域の映像モードが選択
される。本実施例では、決定キー操作により、そのときの右上画像領域の映像モードが選
択されるとする。この選択された映像モードを現映像モードとする。画質調整部２０は、
表示画像のすべての画像領域について、現映像モードの複数の画質調整値により画質調整
処理して出力画像データを生成することで、画質調整を終了とする。また、現映像モード
は画質調整値記憶部７０に保持する。
【００６３】
　図２０は、本実施例の画質調整値記憶部７０の構成例である。画質調整値記憶部７０は
、それぞれ異なる複数種（複数項目）の画質調整値の組合せからなる映像モード１～４、
及び、現映像モードを記憶している。なお、現映像モードは、それが未確定の場合には、
映像モード１～４中の特定の映像モード（例えばモード１）をデフォルトとして設定して
おく。
【００６４】
　図２１は本実施例の画質調整処理の基本フローである。ここで、Ｘは入力画像データの
水平方向画素位置、Ｙは入力画像データの垂直方向画素位置を意味している。
【００６５】
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　入力画像データは、画素、ライン、フレーム等の単位で一旦、入力画像データ記憶部１
０に記憶され（ステップ３０１）、順次、画質調整部２０に送られる。画質調整部２０で
は、入力画像データの領域が中央より左か右か、中央より下か上か判定し（ステップ３０
２～３０４）、左下の画像領域（Ｘ≦中央、Ｙ≦中央）については画質調整値１による画
質調整処理を実施し（ステップ３０５）、左上の画像領域（Ｘ≦中央、Ｙ＞中央）につい
ては画質調整値２による画質調整処理を実施し（ステップ３０６）、右下の画像領域（Ｘ
＞中央、Ｙ≦中央）については画質調整値３による画質調整処理を実施（ステップ３０７
）、右上の画像領域（Ｘ＞中央、Ｙ＞中央）については画質調整値４による画質調整処理
を実施して（ステップ３０８）、出力画像データを生成する。後述するように、画質調整
値１～４に、画質調整値記憶部７０の映像モード１～４のいずれかの調整値が設定される
。画質調整部２０で画質調整処理された出力画像データは、画像合成部３０で必要ならＯ
ＳＤ制御部８０のＯＳＤデータと合成されて出力画像データ記憶部４０に格納され（ステ
ップ３０９）、表示部５０に表示される。
【００６６】
　図２２は本実施例のキー操作及び画質調整処理の詳細フローである。図２２において、
ステップ３１１～３１５は先の図７のステップ１１１～１１５と基本的に同様である。た
だし、ステップ３１２、３１３では映像モード１～４を選択することになる。この選択さ
れた映像モード１～４（その複数種の画質調整値）が画質調整値記憶部７０に格納され、
最初はその特定の映像モード（例えば、モード１）が現映像モードに設定される。
【００６７】
　以下、映像モード選択時の動作について説明する。ここでは、表示画像の右上画像領域
の映像モード（画質調整値４の映像モード）を最終的な選択対象映像モード（現映像モー
ド対象）とする。
【００６８】
　映像モード選択時、画質調整部２０は、まず、現映像モードを判定する（ステップ３１
６）。そして、現映像モードが映像モード１ならば、画質調整値４を映像モード１とし、
画質調整値１、２、３をそれぞれ映像モード３、４、２とする（ステップ３１７）。現映
像モードが映像モード２ならば、画質調整値４を映像モード２とし、画質調整値１、２、
３をそれぞれ映像モード４、１、３とする（ステップ３１８）。同様に、現映像モードが
映像モード３ならば、画質調整値４を映像モード３に、画質調整値１、２、３を映像モー
ド１、２、４とし（ステップ３１９）、現映像モードが映像モード４ならば、画質調整値
４を映像モード４に、画質調整値１、２、３を映像モード２、３、１とする（ステップ３
２０）。
【００６９】
　図２３に、この時の表示画像（表示画面）の各領域と映像モード１～４との関係を示す
。例えば、現映像モードが映像モード１の場合には、表示画像の右上領域が映像モード１
で処理された画像が表示され、左下領域、左上領域、右下領域はそれぞれ映像モード３、
４、２で処理された画像が表示される（図２３の（ａ））。現映像モードが映像モード２
、３、４の場合も同様に、表示画像の各領域と映像モード１～４との対応関係は図２３の
（ｂ）～（ｄ）のようになる。
【００７０】
　画質調整部２０は、ＯＳＤ制御部８０に対して、表示画像の各領域と映像モード１～４
との対応関係を渡して映像モード選択用ＯＳＤ表示を指示する（ステップ３２１）。これ
により、表示画面の各領域には、それぞれ対応するモードがＯＳＤ表示される（例えば図
１９）。
【００７１】
　操作部６０の「＞」キーが操作されると、画質調整部２０は、画質調整値１、２、３、
４をその時の画質調整値２、４、１、３の映像モードとそれぞれ入れ替える（ステップ３
２２、３２３）。これは、表示画像（表示画面）の各領域の映像モードを反時計回りに入
れ替えるケースである。図２４に、この場合の各領域間の映像モードの移動の様子を示す
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。例えば、図２４の（ａ）は、左下領域が映像モード３から左上領域の映像モード４に、
左上領域が映像モード４から右上領域の映像モード１に、右下領域が映像モード２から左
下領域の映像モード３に、右上領域が映像モード１から右下領域の映像モード２に入れ替
わることを示している。図２４の（ｂ）～（ｄ）についても同様である。以下、「＞」キ
ーが操作される毎に、図２４の（ａ）～（ｄ）のように、表示画像の各領域の映像モード
が反時計回りに入れ替わり、これに対応して各領域の映像モードＯＳＤ表示も入れ替わる
（ステップ３２２、３２３、３２１）。
【００７２】
　操作部６０の「＜」キーが操作されると、画質調整部２０は、画質調整値１、２、３、
４をそのときの画質調整値３、１、４、２の映像モードとそれぞれ入れ替える（ステップ
３２２、３２４）。これは、表示画像（表示画面）の各領域の映像モードを時計回りに入
れ替えるケースである。図２５に、この場合の各領域間の映像モードの移動の様子を示す
。図２５の（ａ）は、先の図２４（ａ）とは逆に、左下領域が映像モード３から右下領域
の映像モード２に、左上領域が映像モード４から左下領域の映像モード３に、右下領域が
映像モード２から右上領域の映像モード１に、右上領域が映像モード１から右上領域の映
像モード４に入れ替わることを示している。図２５の（ｂ）～（ｄ）についても同様であ
る。以下、「＜」キーが操作される毎に、図２５の（ａ）～（ｄ）のように、表示画像の
各領域の映像モードが時計回りに入れ替わり、これに対応して各領域の映像モードＯＳＤ
表示も入れ替わる（ステップ３２２、３２４、３２１）。
【００７３】
　操作部６０の決定キーが操作されると、画質調整部２０は、画質調整値１～４をその時
の画質調整値４の映像モードに設定し（ステップ３２５）、ＯＳＤ制御部８０に対して映
像モード選択用ＯＳＤ非表示を指示する（ステップ３２７）。これにより、表示画像の全
画像領域が右上画像領域の映像モードと同じ複数の画質調整値により画質調整処理されて
表示され、各画像領域のモードＯＳＤ表示が非表示となる。そして、当該画質調整値４の
映像モードが現映像モードとして画質調整値記憶部７０に保持される。
【００７４】
　なお、操作部６０のＥＳＣキーが操作されると、画質調整部２０は、画質調整値１～４
を操作前の映像モードに設定する（ステップ３２６）。この場合、表示画像の全画像領域
は操作前の画像に戻る。
【００７５】
　本実施例によれば、表示画像の複数の画像領域に対して、それぞれ異なる組合せの複数
種の画質調整値による複数の映像モードで画質調整処理を行い表示することにより、各映
像モードの効果を比較しながら最適の映像モードを選択することができる。また、表示画
像の各画像領域の映像モードを入れ替えることことにより、全表示画面でその調整効果を
確認することができるようになる。
【００７６】
　なお、図１で示した装置における各部の一部もしくは全部の処理機能をコンピュータの
プログラムで構成し、そのプログラムをコンピュータを用いて実行して本発明を実現する
ことができること、あるいは、図６やその他のフロー図で示した処理手順をコンピュータ
のプログラムで構成し、そのプログラムをコンピュータに実行させることができることは
言うまでもない。また、コンピュータでその処理機能を実現するためのプログラム、ある
いは、コンピュータにその処理手順を実行させるためのプログラムを、そのコンピュータ
が読み取り可能な記録媒体、例えば、ＦＤ、ＭＯ、ＲＯＭ、メモリカード、ＣＤ、ＤＶＤ
、リムーバブルディスクなどに記録して、保存したり、提供したりすることができるとと
もに、インターネット等のネットワークを通してそのプログラムを配布したりすることが
可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明を適用した画像表示装置の構成例を示すブロック図。
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【図２】操作部の一例を示す図。
【図３】実施例１の表示画像例（調整前）を示す図。
【図４】実施例１の表示画像例（調整中）を示す図。
【図５】実施例１の画質調整値記憶部の構成例を示す図。
【図６】実施例１の基本処理フロー図。
【図７】実施例１の操作・処理詳細フロー図。
【図８】図７中の一部処理の詳細フロー図。
【図９】図７中の同じく一部処理の詳細フロー図。
【図１０】実施例２の表示画像例を示す図。
【図１１】実施例２の画質調整値記憶部の構成例を示す図。
【図１２】実施例２の基本処理フロー図。
【図１３】実施例２の操作・処理詳細フロー図。
【図１４】図１３中の一部処理の詳細フロー図。
【図１５】図１３中の同じく一部処理の詳細フロー図。
【図１６】図１３中の同じく一部処理の詳細フロー図。
【図１７】図１３を更に拡張した操作・処理詳細フロー図。
【図１８】図１７中のα値変更処理詳細フロー図。
【図１９】実施例３の表示画像例を示す図。
【図２０】実施例３の画質調整値記憶部の構成例を示す図。
【図２１】実施例３の基本処理フロー図。
【図２２】実施例３の操作・処理詳細フロー図。
【図２３】画像領域と映像モードとの対応例を示す図。
【図２４】映像モードの入れ替え（反時計回り）を示す図。
【図２５】映像モードの入れ替え（時計回り）を示す図。
【符号の説明】
【００７８】
　　１０　入力画像データ記憶部
　　２０　画質調整部
　　３０　画像合成部
　　４０出力画像データ記憶部
　　５０　表示部
　　６０　操作部
　　７０　画質調整値記憶部
　　８０　ＯＳＤ制御部
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